
 

 

観光まちづくりを推進するに当たり 

 

 

 人口減少と少子高齢化の進行が問題となる中、国による

持続可能な地域づくりと一億総活躍社会の実現に向けた地

方創生の取組が加速しており、観光産業の発展はその柱の

一つとして期待されています。観光は、運輸、宿泊、飲食

業など多くの産業への経済波及効果が期待でき、多様な就

業機会をもたらします。また、交流人口の増加は消費の拡

大を生み、地域経済を活性化することができます。 

 

 本市は、心安らぐ田園風景、山林・里山の四季折々の表

情、自然を満喫できる清流秋川など「ふるさと」を感じる

ことができる環境にあります。このような地域特性を生かしながら、東京で唯一の手す

き和紙である軍道紙や郷土芸能などの地域資源を活用し、「東京のふるさとあきる野」

の実現に向けて、地域住民や事業者、ボランティアの皆様とともに「秋川渓谷のブラン

ド化」に取り組むなど、魅力ある観光まちづくりを推進してまいりました。また、今後

は東京オリンピック・パラリンピックの開催決定を契機にインバウンド観光（訪日外国

人旅行）への具体的な対応も求められることから、観光振興を戦略的に推進することが

ますます重要となってまいります。 

 

本行動計画の策定に当たっては、首都大学東京、地域事業者にも参画いただきながら、

平成２3 年６月に策定したあきる野市観光推進プラン「あきる野ふるさとプラン」で掲

げた各施策の成果について点検・評価を行い、平成３２年度（２０２０年）までの後期

行動計画として主要な施策を定めました。 

 

 ここに掲げた施策を着実に実行し、観光産業を発展させ、地域経済の活性化を図って

まいります。そして、今後も地域住民や事業者、ボランティアの皆様のご理解とご協力

を賜りながら、市民の皆様にとって「住み続けたい」、訪れてきた方が「住んでみたい」

と思える、愛着や誇りの持てる観光まちづくりを推進してまいります。 

 

平成 28年（2016年）６月 

 

 

あきる野市長 澤澤澤澤    井井井井    敏敏敏敏    和和和和    
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  第１章第１章第１章第１章 行動計画の位置付け行動計画の位置付け行動計画の位置付け行動計画の位置付けについてについてについてについて

１１１１    行動計画策定の背景行動計画策定の背景行動計画策定の背景行動計画策定の背景    

＜地域特性を生かした観光推進＞＜地域特性を生かした観光推進＞＜地域特性を生かした観光推進＞＜地域特性を生かした観光推進＞    

あきる野市は、首都東京にありながら、西部に広がる馬頭刈山や戸倉三山などの山

地と秋川渓谷を形づくる秋川など大小の河川、秋留台地を取り囲むように分布する草

花丘陵や秋川丘陵など、変化に富んだ地形によって生み出された肥沃な台地と豊かな

森に抱かれた“山地・里山環境”の中にあります。この秋川流域は、古代からの地質・

地形などを有し、全国有数の自然遺産の宝庫として知られており、太古のロマンを伝

える鍾乳洞や古生代の地層からは、多数の化石が発見されています。市では現在、歴

史を語る博物館ともいえる豊かな「大地の恵み」を生かし、近隣自治体と日本ジオパ

ーク*認定に向け準備を進めています。 

また、都心から１時間圏に位置しており、圏央道の開通などにより、都内はもとよ

り関東近県からの交通条件が整いました。2020 年に行われる「東京オリンピック・

パラリンピック」を契機に、国内外から多くの来訪者が見込まれることから、今後、

来訪者の受入れや滞在環境環境の整備を進め、気軽に“ふるさとの雰囲気”を味わう

ことができ、また来たいと思えるような魅力ある地域づくりに取り組むことで地域の

活性化を図る必要があります。 

 

＜平成＜平成＜平成＜平成 23232323 年度から５年間の経過とまちづくりとしての観光振興＞年度から５年間の経過とまちづくりとしての観光振興＞年度から５年間の経過とまちづくりとしての観光振興＞年度から５年間の経過とまちづくりとしての観光振興＞    

あきる野市観光推進プラン「あきる野ふるさとプラン（平成 23 年度～平成 32 年

度）」の策定から５年が経過しました。この間、地域住民との協働により郷土の財産を

活用した施策を展開し、観光客など交流人口の確保に努めてきました。 

平成 24 年度には、マスコミや旅行ライターなどを対象としたモニターツアーを実

施し、ツアーの参加者からは、観光スポットや食に対して高評価を得ながらも、秋川

渓谷の認知度について課題を残す結果となりました。 

このため、「秋川渓谷」のブランド化に向けた取組とし

て、視覚的な統一を図るロゴマークの作成、秋川渓谷リー

フレットの発行、ＷＥＢページの充実・ＳＮＳ*の活用、さ

らに秋川渓谷ＰＲイベントの開催などにより積極的なプ

ロモーション活動を進めてきました。また、首都大学東京、

地域事業者との産学公連携により、秋川渓谷のブランド化

の方向性を示すための取組を進めてきました。 

平成 25年度には、五日市出張所に地域活性化協働セン

ターを開設し、ボランティアの方々とともに観光施策の実効性を高めるため、専門部

署として観光まちづくり活動課を新たに設置し、観光まちづくりの推進体制を強化し

ました。 

＜秋川渓谷ロゴマーク＞ 
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さらに、平成 26年度には、あきる野映画祭の開催実績や市制施行 15 周年記念映

画「五日市物語」の制作、一般上映の強味を生かし、観光まちづくり活動課内にフィ

ルムコミッション係を設置しました。市制施行 20周年の

記念映画「あきる野物語 空色の旅人」の制作やドラマな

どの撮影支援の活動を進め、映像を活用したプロモーショ

ン活動によりあきる野の魅力を発信しています。 

平成 28 年４月に体験型研修施設としてオープンした

秋川渓谷戸倉体験研修センター「戸倉しろやまテラス」は、

「体験」「宿泊」「飲食」「展示」の４つの機能を備えた滞

在型観光の拠点として市が誇る自然、歴史、文化等の地域

資源活用が期待されています。 

また、近年では、インバウンド*観光の推進により、こ

れまでの計画では想定できないスピードで観光を取り巻

く環境が変化しているといわれています。 

こうした中で、秋川渓谷のブランド化に向けた観光まちづくりを推進しながら、観

光都市あきる野の実現に向けた取組を進めていく必要があります。 

このような状況を踏まえ、「あきる野ふるさとプラン」で掲げた前期５年間における

各施策について点検・評価を行い、後期５年間に行うべき具体的な事業を効率的、効

果的に進めるため、本行動計画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ジオパーク） 

 地球科学的に見て重要な自然遺産を含む、自然に親しむための公園のことを指します。 

（ＳＮＳ） 

 ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称。社会的ネットワークをインターネット上で構築するサービスの

ことをいいます。 

（インバウンド） 

 外国人が訪れてくる旅行のことです。日本へのインバウンドを訪日外国人旅行又は訪日旅行と呼びます。 

（森っこサンちゃん LINE スタンプ） 

 市のイメージキャラクターである「森っこサンちゃん」を LINE スタンプで紹介しています。

＜あきる野物語 空色の旅人＞ 

森っこサンちゃん LINE 

スタンプ* 
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２２２２    行動計画行動計画行動計画行動計画の位置の位置の位置の位置付け付け付け付け    

本行動計画は、市の上位計画である「あきる野市総合計画（後期基本計画）」におけ

る観光産業部門に位置付けられ、環境等の計画と調和を持たせ、「あきる野ふるさとプ

ラン」の後期行動計画として、「東京のふるさと・あきる野」を実践するための具体的

な事業の方針を定めることを役割としています。 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

    

３３３３    計画の期間計画の期間計画の期間計画の期間    

 本行動計画の期間は、平成 28年度から平成 32 年度までの５か年とし、必要に応じ

て見直します。 

 

平成 
２ ３ 年 

 
２ ４ 年 

 
２ ５ 年 

 
２ ６ 年 

 
２ ７ 年 

 
２ ８ 年 

 
２ ９ 年 

 
３ ０ 年 

 
３ １ 年 

 
３ ２ 年 

 
３ ３ 年 
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る
野

 

観光産業観光産業観光産業観光産業の発展の発展の発展の発展    

観光まちづくりの推進観光まちづくりの推進観光まちづくりの推進観光まちづくりの推進    
＊秋川渓谷のブランド化 

＊市場調査に基づいた効果的なプロモーションの実施 

＊秋川渓谷ツーリズムの発掘と展開 

（ジオパーク活動の推進など） 

＊観光推進体制の確立 

＊受入れ環境の充実（インバウンド対応を含む。） 

あきる野市総合計画 後期基本計画 平成 23 年度〜平成 32 年度 
 第２章 市民の暮らしをリードする産業都市をめざして（産業振興分野） 

第３節 あるきたくなる街あきる野をめざした観光業の振興 

あきる野ふるさとプラン 平成 23 年度〜平成 32 年度 

あきる野ふるさとプランあきる野ふるさとプランあきる野ふるさとプランあきる野ふるさとプラン    後期後期後期後期行動計画行動計画行動計画行動計画    

（平成（平成（平成（平成 28282828 年度〜平成年度〜平成年度〜平成年度〜平成 32323232 年度）年度）年度）年度）    
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あきる野市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

  あきる野ふるさとプラン 

 
平成 28 年度〜32 年度 行動計

実施・点検 ・評価 

次

期

計
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第２章第２章第２章第２章    社会的な社会的な社会的な社会的な観光の観光の観光の観光の変化変化変化変化とととと地域の現状地域の現状地域の現状地域の現状    

１１１１    社会的な観光社会的な観光社会的な観光社会的な観光の変化の変化の変化の変化    

＜＜＜＜景気の低迷と観光に対する意識の変化景気の低迷と観光に対する意識の変化景気の低迷と観光に対する意識の変化景気の低迷と観光に対する意識の変化＞＞＞＞    

昨今の日本経済では、デフレにより景気の回復がおぼつかない状態が続いている一

方で、本物志向や精神的な満足を追求するなど、成熟した社会の到来が伺えます。気

に入ったものを日々の暮らしの中で消費する傾向は、観光においても、同様に落ち着

いた意識で、本物の価値を見極め、気に入った場所へ繰り返し訪れるという形に変化

してきているといえます。 

その一方で、若年層の観光に対する意欲の低下が課題となっています。情報にあふ

れ、家に居ながらにして娯楽欲求を満たすことのできる社会の中で育ってきた日本の

若年層に関しては、これまでのような“遊び”としての観光に対しては、期待も希望

もしないといった調査結果も存在しています。 

 

＜＜＜＜インバウンドインバウンドインバウンドインバウンド（（（（訪日外国人訪日外国人訪日外国人訪日外国人旅行旅行旅行旅行））））への対応への対応への対応への対応＞＞＞＞    

東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定し、国の観光政策もインバウンド

対応が本格化する中で、特にアジア圏からの観光客は今後も確実に増加していく傾向

にあります。 

今後の観光施策を展開するに当たり、移ろいやすい観光客の意識に翻弄されないよ

うに、地域としてどのようにインバウンドへの対応を進めていくかを明確にする必要

があります。 
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２２２２    地域の地域の地域の地域の現状現状現状現状    

＜＜＜＜近隣近隣近隣近隣市町村市町村市町村市町村とのとのとのとの連携（連携（連携（連携（広域観光圏広域観光圏広域観光圏広域観光圏））））＞＞＞＞        

「観光地」には、複数の市町村にまたがって同じテーマやストーリー性を持った文

化や地域資源が存在するという特徴があります。秋川渓谷エリアでは、既に近隣市町

村との連携を行っていますが、圏央道の開通などによる市場の変化に対応していくた

め、広域観光圏での連携をさらに深めていく必要があります。 

 

＜＜＜＜インバウンドインバウンドインバウンドインバウンド（（（（訪日訪日訪日訪日外国人旅行外国人旅行外国人旅行外国人旅行））））へのへのへのへの対応対応対応対応＞＞＞＞    

東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定したことも影響し、外国人旅行者

が増加している中で、外国人旅行者の対応を図りたいという地域の要望があります。 

インバウンド対応は、国としても取り組んでいるところではありますが、地域とし

てどのように対応していくのかを明確にする必要があります。 

 

＜＜＜＜地区地区地区地区での観光振興への期待での観光振興への期待での観光振興への期待での観光振興への期待＞＞＞＞    

市内で取り組まれている地域活性化活動の中でも、経済効果等の面から、観光によ

る街おこしをめざしているケースが多く、観光振興への期待が読み取れます。 

特に、市内 3 地区の活性化委員会*（平成 20年から運営）では、市と協働して観光

振興を主軸とした取組が行われています。 

また、「まちづくり」と「観光」を結び付けて考える市民も増加しており、市として

こうした活動を支援していくことが求められています。 

 

＜＜＜＜旅行者旅行者旅行者旅行者ににににおけるおけるおけるおけるマナーマナーマナーマナー意識の意識の意識の意識の向上への期待向上への期待向上への期待向上への期待＞＞＞＞    

観光に対する期待は大きいものの、「観光推進と環境保全は相反する」といった意見

もあり、地域の観光振興において、「観光」と「環境保全」の両立が課題です。 

旅行者への啓発活動はもちろんのこと、並行して市民に対して地域美化やおもてな

し等、具体的な取組を推進していくことも必要となります。 

 

＜＜＜＜民間民間民間民間（観光（観光（観光（観光事業者等事業者等事業者等事業者等））））の地域観光に対する意識の地域観光に対する意識の地域観光に対する意識の地域観光に対する意識＞＞＞＞    

地域の観光は、行政主体で進めるという意識から、市民組織や民間事業者が独自に

進めていくという考え方に変化してきています。 

こうした取組を支援し、推進することが求められています。 

 

 

 
（活性化委員会） 

 「秋川駅北口」「五日市」及び「養沢」の３地域の活性化を促進するため、地域住民による活性化委員会が組織さ 

 れ、活性化委員会を中心に市と協働して様々な取組が行われています。 
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第３章第３章第３章第３章    現計画の検証と課題の抽出現計画の検証と課題の抽出現計画の検証と課題の抽出現計画の検証と課題の抽出    

１１１１    施策の進捗状況施策の進捗状況施策の進捗状況施策の進捗状況 

 平成 23 年度に策定した「あきる野ふるさとプラン」の重点施策について、実施状況

を以下の基準で検証しました。 

 

【進捗状況の基準】 

Ａ：定常的実施 Ｂ：一部実施 Ｃ：未着手 Ｆ：完了 

※一部実施とは、プロジェクトチームを立ち上げたり、計画を策定中であるなど 

具体的な対応をしている状況を指しています。 

 

１）平成１）平成１）平成１）平成 23232323 年度からの重点施策年度からの重点施策年度からの重点施策年度からの重点施策    

（（（（１）ターゲットとする客層１）ターゲットとする客層１）ターゲットとする客層１）ターゲットとする客層    
～～～～小・中学生を持つファミリー層小・中学生を持つファミリー層小・中学生を持つファミリー層小・中学生を持つファミリー層～～～～    

    

施策１ 体験の舞台づくり体験の舞台づくり体験の舞台づくり体験の舞台づくり 

山林、里山、川の自然探検、化石発掘、軍道紙の紙すき体験など家族で体験できる

プログラムづくりを進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法        
誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    

豊かな緑の環境を発信豊かな緑の環境を発信豊かな緑の環境を発信豊かな緑の環境を発信    

メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用    

受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点    市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実        

 

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ 

「ふるさと工房五日市」の紙すき体験や、「小宮ふるさと自然体験学

校」での自然環境を活用した体験プログラムなどを提供しています。

また、観光体験プログラムの拠点として「秋川渓谷戸倉体験研修セン

ター」を開設しました。 

 

 

施策２ 地域資源めぐり地域資源めぐり地域資源めぐり地域資源めぐり 

自然景観、伝統工芸、温泉等の地域資源を巡るプログラムづくりを進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    

誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    
歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用    

メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点    
地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ    

散策コースの充実散策コースの充実散策コースの充実散策コースの充実    

受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実  
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進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ 

地域資源をブラッシュアップし、「秋川渓谷」観光の特徴を捉えた観

光マップ等を作成しました。また、ボランティアガイドによる秋川渓

谷の魅力を伝えるツアーの企画、あきる野にゆかりのある人にスポッ

トを当て、その功績を称えるとともに、ゆかりの地を巡るコースを紹

介した「あきる野市ゆかりの人」パンフレットの作成、ツアーの実施

など、目的ごとの散策コースを紹介しています。 

 

 

施策３ 地域資源を伝える人材の育成地域資源を伝える人材の育成地域資源を伝える人材の育成地域資源を伝える人材の育成 

地域住民や事業者との連携による里山などの暮らし体験、昔話などの語り部、郷土

食づくりの人材育成を進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    
誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用    

受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実  

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

地域の魅力を伝えるボランティアガイドの充実及び育成を推進すると

ともに、ボランティアガイドの拠点にもなる観光情報コーナーを武蔵

五日市駅内に設置しました。 

    

    

施策４ 郷土愛による観光推進郷土愛による観光推進郷土愛による観光推進郷土愛による観光推進 

都市と自然が持つ魅力や各地域の歴史・文化、祭り、イベント等の地域資源を生か

した観光を進めます。 
 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    

誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    

歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用    

メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用    

映像の活用映像の活用映像の活用映像の活用    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点    地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ    

受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 伝統芸能を活用した観光客の受入れ伝統芸能を活用した観光客の受入れ伝統芸能を活用した観光客の受入れ伝統芸能を活用した観光客の受入れ 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ 

地域資源をブラッシュアップし、「秋川渓谷」観光の特徴を捉えた観

光マップを作成するとともに、自然環境や祭礼、イベント等、四季折々

の秋川渓谷の魅力を映画化した市制施行 20周年記念作品「あきる野

物語 空色の旅人」の制作、撮影スポットの紹介や映像の提供等のフ

ィルムコミッション*事業によるＰＲ活動を行っています。 

  

    
（フィルムコミッション） 

 映画やテレビドラマ、ＣＭなどのあらゆるジャンルのロケーション撮影を誘致し、実際のロケをスムーズに進める

ための非営利公的機関のことを指します。 
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（（（（２）２）２）２）あきる野市の魅力を高める施策あきる野市の魅力を高める施策あきる野市の魅力を高める施策あきる野市の魅力を高める施策    

～～～～森と水と農の環境を活用した魅力づくり森と水と農の環境を活用した魅力づくり森と水と農の環境を活用した魅力づくり森と水と農の環境を活用した魅力づくり～～～～    

 

施策１ 森森森森を活用した観光資源づくりを活用した観光資源づくりを活用した観光資源づくりを活用した観光資源づくり 

市民と協働の森づくりを推進し、散策や環境学習など森の恵みを生かした観光を進

めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    
誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    豊かな緑の環境を発信豊かな緑の環境を発信豊かな緑の環境を発信豊かな緑の環境を発信    

受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 森の育成と活用森の育成と活用森の育成と活用森の育成と活用 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

郷土の恵みの森構想*に基づき、町内会・自治会等との協働により、昔

道・尾根道の補修等や景観整備などの森づくり事業を進めるとともに、

これらを活用した観光案内を実施しています。    

 

 

施策２ 水環境の回遊性づくり水環境の回遊性づくり水環境の回遊性づくり水環境の回遊性づくり 

 秋川渓谷をはじめ、沢、滝、湧水等の水環境をテーマに回遊できる観光を進めます。 

 

推進推進推進推進の手法の手法の手法の手法    

誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    豊かな水の環境を発信豊かな水の環境を発信豊かな水の環境を発信豊かな水の環境を発信    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点 

森の育成と活用森の育成と活用森の育成と活用森の育成と活用    

地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ    

散策コースの充実散策コースの充実散策コースの充実散策コースの充実 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

「秋川渓谷」のブランド化の推進に伴い、秋川の豊かな水環境をＰＲ

しています。また、秋川渓谷沿いを歩く新たな散策コースを設定する

など、散策コースの充実を図っています。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
 

（郷土の恵みの森構想） 

 「環境都市あきる野」の実現に向け、市内の約 60 パーセント占める森をみんなの共通財産として捉え直し、10

年後、20 年後、100 年後の将来を見据えた森づくりを行い、地域の人たちの森への想いや夢をかたちにするために、

平成 22 年３月に策定した構想です。 
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施策３ 農と食のツーリズム農と食のツーリズム農と食のツーリズム農と食のツーリズム 

農林業体験や郷土の食材を活用した料理体験などのプログラムづくりを進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    
魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点    

地域食等の育成と活用地域食等の育成と活用地域食等の育成と活用地域食等の育成と活用    

農商工環境を活用農商工環境を活用農商工環境を活用農商工環境を活用    

受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

郷土の食材を使用した「だんべぇ汁」をＢ級グルメとして認定し、イ

ベント時にＰＲ活動を実施するとともに、地元店舗でメニューとして

提供しています。あきる野市農業委員会では、畑に親しんでもらうイ

ベント「あきる農を知り隊」を実施しています。また、小中野地区で

は、特産品「のらぼう菜」を大切にするイベントを開催しています。 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 

 

 

 

だんべぇ汁だんべぇ汁だんべぇ汁だんべぇ汁    
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（（（（３）３）３）３）受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢を整備する施策を整備する施策を整備する施策を整備する施策    
～～～～風景づくりと景観向上による受入風景づくりと景観向上による受入風景づくりと景観向上による受入風景づくりと景観向上による受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備整備整備整備～～～～    

    

施策１ 四季の景観づくり四季の景観づくり四季の景観づくり四季の景観づくり 

市民との協働により点在する小さな風景や街角に花や木を植栽し、四季の景観を生

かした観光を進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    
誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    花や木の風景づくりの推進花や木の風景づくりの推進花や木の風景づくりの推進花や木の風景づくりの推進    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点 地域資源のブラッシュ地域資源のブラッシュ地域資源のブラッシュ地域資源のブラッシュアップアップアップアップ 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

町内会・自治会やボランティア団体により沿道や公共用地、地域の花

壇に花苗の植付けや管理を行う「花いっぱい運動」が行われています。

また、地域の方々が進める乙津地区の花の里事業を推進するとともに、

市内外へのＰＲ活動を行っています。    

    

    

施策２ 自慢の景観づくり自慢の景観づくり自慢の景観づくり自慢の景観づくり 

市民の自主的な取組によるオープンガーデン*やアダプト制度*等を利用し、景観を

生かした観光を進めます。 

    

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    
誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    花や木の風景づくりの推進花や木の風景づくりの推進花や木の風景づくりの推進花や木の風景づくりの推進    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点 地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

個人の庭などを一定期間公開し、花好きな方のコミュニティの場とし

て活用される「オープンガーデン」やその庭を巡る「花めぐりウォー

キング」が実施されています。また、道路や水路及び公園の「里親」

として愛情と責任を持って市民が清掃・美化活動を行うアダプト制度

も導入されています。さらに、フォトコンテストを年に２回行い、自

慢の景観を発見・発掘する取組を行っています。    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オープンガーデン） 

 個人の庭を一定期間、一般の人に公開する活動のことです。 

（アダプト制度） 

 行政が特定の公共施設（道路、公園、河川等）について、市民や民間事業者と定期的に美化活動を行うよう契約す

る制度です。 
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施策３ 計画的な観光サインづくり計画的な観光サインづくり計画的な観光サインづくり計画的な観光サインづくり 

国立公園やその周辺の屋外広告物の集約と景観に配慮した観光誘導のサインづくり

を進めます。 

    

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    受入受入受入受入れれれれ態勢態勢態勢態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点    地域サインの充実地域サインの充実地域サインの充実地域サインの充実    

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

「秋川渓谷」のブランド化の推進に伴い、景観に配慮した大型の「秋

川渓谷」看板の設置を実施しています。また、案内看板の統一化に向

けた検討を行うとともに、必要に応じて案内看板を設置しています。    
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（（（（４）４）４）４）新たな体験型観光をめざす新たな体験型観光をめざす新たな体験型観光をめざす新たな体験型観光をめざす施策施策施策施策    

～～～～あきる野版ジオパークの観光活用の検討あきる野版ジオパークの観光活用の検討あきる野版ジオパークの観光活用の検討あきる野版ジオパークの観光活用の検討～～～～    
 

施策１ 自然遺産による観光振興自然遺産による観光振興自然遺産による観光振興自然遺産による観光振興 

日本ジオパークへの登録の取組と併せて、地質・地形、化石等の野外体験教室展示

を生かした観光を進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    

誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    

歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用    

広域観光の連携強化広域観光の連携強化広域観光の連携強化広域観光の連携強化    

メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点    地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ    

受入受入受入受入れ態勢れ態勢れ態勢れ態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実 

 

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

日の出町・檜原村とともに日本ジオパークの認定に向けて「秋川流域

ジオパーク推進会議」を設置し、地域資源（ジオサイト）の発掘やジ

オガイドの育成に取り組んでいます。また、秋川渓谷戸倉体験研修セ

ンター内の「秋川流域ジオ情報室」において、ジオサイトの解説やジ

オツアーのモデルコースの掲示、化石や岩石を展示するとともに、産

業祭やヨルイチなどのイベントでは、ジオパーク活動の普及・啓発に

取り組んでいます。 

    

    

施策２ 歴史を学ぶ観光体験歴史を学ぶ観光体験歴史を学ぶ観光体験歴史を学ぶ観光体験 

太古のロマンを伝える化石発掘の体験や土器、ヤジリづくりなどの原始生活体験を

生かした観光を進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    

誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    歴史や文化の歴史や文化の歴史や文化の歴史や文化の活用活用活用活用    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点    地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ地域資源のブラッシュアップ    

受入受入受入受入れ態勢れ態勢れ態勢れ態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実 

 

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＢＢＢＢ    

ジオパーク活動の推進に伴い、産業祭などのイベントにおいて、化石

の解説やレプリカづくり体験を実施しています。また、地域資源であ

る特徴的な岩石や化石を観察するイベントなどを実施しています。 
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施策３ あきる野古代めぐりあきる野古代めぐりあきる野古代めぐりあきる野古代めぐり 

考古学的資源の磨き上げを行い、遺跡巡りなどテーマ別の回遊性を生かした観光を

進めます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    

誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用歴史や文化の活用    

魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点魅力形成の視点    
地域資源のブ地域資源のブ地域資源のブ地域資源のブラッシュアップラッシュアップラッシュアップラッシュアップ    

散策コースの充実散策コースの充実散策コースの充実散策コースの充実    

受入受入受入受入れ態勢れ態勢れ態勢れ態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実市民ガイドの育成と充実 

 

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＢＢＢＢ    
ジオパーク活動の推進に伴い、市民ガイドの育成を進めるとともに、

ジオガイドツアーのモデルコースを設置しました。    
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（（（（５）５）５）５）新たな滞在型観光を検討する施策新たな滞在型観光を検討する施策新たな滞在型観光を検討する施策新たな滞在型観光を検討する施策    
～～～～滞在型体験観光の促進におけるＭＩＣＥ等の検討滞在型体験観光の促進におけるＭＩＣＥ等の検討滞在型体験観光の促進におけるＭＩＣＥ等の検討滞在型体験観光の促進におけるＭＩＣＥ等の検討～～～～    

 

施策１ 滞在型観光施設立地のエリア設定滞在型観光施設立地のエリア設定滞在型観光施設立地のエリア設定滞在型観光施設立地のエリア設定 

市街化調整区域内への観光施設建設について次のエリアを対象とし、東京都と手続

の協議をしながら、あきる野観光まちづくりを進めます。 
 

① 秋川に隣接し、又は近接しているエリア 

② 郷土の恵みの森構想の計画エリア 

③ あきる野ふるさとプランの重点施策エリア 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    受入受入受入受入れ態勢れ態勢れ態勢れ態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点    
滞在型観光の促進滞在型観光の促進滞在型観光の促進滞在型観光の促進    

アメニティ施設の充実アメニティ施設の充実アメニティ施設の充実アメニティ施設の充実    

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

観光トイレの計画的な整備や駐車場の整備を検討しています。また、

滞在型体験観光の拠点施設として「秋川渓谷戸倉体験研修センター」

を開設しました。    

 

 

施策２ あきる野版ＭＩＣＥによる観光推進あきる野版ＭＩＣＥによる観光推進あきる野版ＭＩＣＥによる観光推進あきる野版ＭＩＣＥによる観光推進 

従来の宿泊客の受入れ態勢に加え、企業の会議、従業員研修、学生や団体などの合

宿などと組み合わせたあきる野版ＭＩＣＥ*を進めます。 

特に、豊かな自然と首都圏からの立地を生かし、公共施設等を利用したあきる野版

コンベンション・シティ*に向け取り組みます。 

    

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    
誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    

広域観光の連携強化広域観光の連携強化広域観光の連携強化広域観光の連携強化    

メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用    

受入受入受入受入れ態勢れ態勢れ態勢れ態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 滞在型観光の促進滞在型観光の促進滞在型観光の促進滞在型観光の促進 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    
平成 28年４月に開設した「秋川渓谷戸倉体験研修センター」を活用

して、あきる野版ＭＩＣＥも含めた滞在型観光を推進しています。    

    

    

    

    

    

    
 

（ＭＩＣＥ） 

 企業等の会議、企業が行う研修旅行など、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントのことです。 

（コンベンション・シティ） 

 国際会議観光都市のこと。特定の目的で多数の人が集まる会議や大会が開催可能な都市のことを指します。 
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施策３サイクル・ツーリズムによる滞在型観光の推進サイクル・ツーリズムによる滞在型観光の推進サイクル・ツーリズムによる滞在型観光の推進サイクル・ツーリズムによる滞在型観光の推進 

自転車愛好家の好む地形を活用し、サイクル・ツーリズム*の宿泊需要の研究を進め

ます。 

 

推進の手法推進の手法推進の手法推進の手法    

誘客の視点誘客の視点誘客の視点誘客の視点    
広域観光の連携強化広域観光の連携強化広域観光の連携強化広域観光の連携強化    

メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用メディアの多角的活用    

受入受入受入受入れ態勢れ態勢れ態勢れ態勢整備の視点整備の視点整備の視点整備の視点 
滞在型観光の促進滞在型観光の促進滞在型観光の促進滞在型観光の促進    

自転車の観光活用自転車の観光活用自転車の観光活用自転車の観光活用 

    

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＢＢＢＢ    
自転車愛好団体と協力してサイクル・ツーリズムについて研究してい

ます。    

    

２２２２））））重点地区の取組重点地区の取組重点地区の取組重点地区の取組    

（１）（１）（１）（１）小宮・戸倉地区小宮・戸倉地区小宮・戸倉地区小宮・戸倉地区    

温泉などの観光施設や山里を生かしたおもてなしの地域づくり温泉などの観光施設や山里を生かしたおもてなしの地域づくり温泉などの観光施設や山里を生かしたおもてなしの地域づくり温泉などの観光施設や山里を生かしたおもてなしの地域づくり 

① 郷土の恵みの森づくりによる回遊性のある観光スポットの創出 

② 秋川渓谷瀬音の湯などの様々な観光施設の横断的なネットワーク化による一体的な観光振興 

③ 滞在型観光を推進する新たな観光施設の立地に向けた関係機関との協議手続の取組 

④ 森や河川を活用した、自然体験・交流体験の観光拠点づくり 

⑤ 養沢活性化委員会を中心としたおもてなしの「養沢の里」づくり 

⑥ 伝統的な行祭事、山里の文化的景観、郷土芸能、芸術・工芸及び歴史文化の活用 

    

（２）（２）（２）（２）五日市地区五日市地区五日市地区五日市地区    

    五日市地域交流センターを観光の拠点とした取組五日市地域交流センターを観光の拠点とした取組五日市地域交流センターを観光の拠点とした取組五日市地域交流センターを観光の拠点とした取組 

① 五日市地域交流センターの情報発信基地としての有効活用 

② あきる野版ジオパークの観光活用の検討 

③ 郷土の恵みの森づくりによる回遊性のある観光スポットの創出 

④ 伝統的な行祭事、郷土芸能及び歴史文化の活用 

⑤ 観光ボランティアガイドの育成と活用 

⑥ 滞在型観光施設を推進する新たな観光施設の立地に向けた関係機関との協議手続の取組 

 

 

 

 

 
 

（サイクル・ツーリズム） 

 自然環境の保全、旅行者の健康と安全、地域住民との交流促進を目的とする、自転車を利用した旅行形態のことを

いいます。 
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（３）（３）（３）（３）秋川地区秋川地区秋川地区秋川地区    

    農業環境とスポーツ環境を生かした地域づくり農業環境とスポーツ環境を生かした地域づくり農業環境とスポーツ環境を生かした地域づくり農業環境とスポーツ環境を生かした地域づくり 

① 体験農業や市民農園などの農業環境の活用 

② 桜などの花木の名所めぐりやあきる野百景の活用 

③ 都立羽村草花丘陵自然公園や都立秋川丘陵自然公園の散策コースの観光資源とし 

  ての活用 

④ 国体やプロスポーツなどの大会誘致に向けた、豊富なスポーツ施設の活用 

⑤ 地域特産物のブランド化のための農商工連携の活用 

 

進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    ＡＡＡＡ    

小宮・戸倉地区では、小宮ふるさと自然体験学校と秋川渓谷戸倉体

験研修センターを開設し、地域を生かした拠点を整備しました。ま

た、観光まちづくり活動課の設置により五日市地区を中心として観

光推進に取り組んでいます。スポーツとの連携では、平成２５年度

に実施した国体において市内観光のＰＲに努めました。さらに、養

沢活性化委員会・五日市活性化戦略委員会・秋川駅北口地区産業活

性化戦略委員会が観光まちづくりや地域活性化を目的としてホタル

の繁殖、イルミネーション事業などを行っています。 
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２２２２    観光振興の方向性観光振興の方向性観光振興の方向性観光振興の方向性    

＜＜＜＜なぜなぜなぜなぜあきる野市であきる野市であきる野市であきる野市で観光推進なの観光推進なの観光推進なの観光推進なのかかかか＞＞＞＞    

観光産業の発展は、市内の経済効果の向上に寄与するだけでなく、労働力の流出を防

ぐことにもつながります。 

また、「魅力あるまちづくり」を目標とした観光振興により、地元ならではの魅力の

再発見や地元への愛着や誇りの醸成につながり、さらには定住者の獲得や適正規模の人

口維持にもつながると考えられます。 

 

＜＜＜＜集客集客集客集客のターゲットと適切な情報発信のターゲットと適切な情報発信のターゲットと適切な情報発信のターゲットと適切な情報発信＞＞＞＞    

観光を進める上では、どのような観光客を対象として集客するかを設定して振興策を

実施することが求められます。 

市（秋川渓谷エリア）では、以下の図に見られるように都区内が主要な市場となりま

すが、圏央道を活用した神奈川県や埼玉県など、関東近県からの集客も図っていく必要

があります。その際には、エリアごとの特性を分析しながら、適切な情報を発信してい

くことが重要となります。 

都区内方面からの観光客については、高尾山や秩父、鎌倉、丹沢などが比較対象とな

ることが予測されるため、近隣の観光圏にない価値を創出し発信していくことが重要と

なります。 
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＜＜＜＜地域のブランド化を推進（地域ブランディングの必要性）地域のブランド化を推進（地域ブランディングの必要性）地域のブランド化を推進（地域ブランディングの必要性）地域のブランド化を推進（地域ブランディングの必要性）＞＞＞＞    

市では、歴史や風景などの地域資源を最大限に生かした“地域イメージ”を創造し、

イベント等の企画や生産物の開発に取り組んでいます。 

このように、地域産物だけでなく、地域そのものを包括してブランド化していく一連

の流れを“地域ブランディング”と呼びます。 

観光地としての明確なブランドイメージが確立してくると、秋川渓谷エリアで事業を

行いたいという事業者も現れ、こうした積み重ねが“観光都市”を具体化させていきま

す。 

 

 

＜＜＜＜何が魅力となるのかを分析何が魅力となるのかを分析何が魅力となるのかを分析何が魅力となるのかを分析しししして戦略的に取り組むて戦略的に取り組むて戦略的に取り組むて戦略的に取り組む＞＞＞＞        

観光の魅力は、「氷山の一角」とし 

て例えられます。 

旅行者に見える部分には、それを成

立させる大きな背景があり、見えてい

る部分とそれを支える部分が一体と

なって「観光地力」となり、大きな方

向性が決定づけられます。 

これを見極め、方向性を見失わない

ように、地域の素材を生かして観光の

魅力に仕立てていくような戦略を検

討していきます。 

 

 

＜＜＜＜「「「「東京のふるさと東京のふるさと東京のふるさと東京のふるさと・・・・あきる野あきる野あきる野あきる野」」」」をテーマに観光振興に取り組むをテーマに観光振興に取り組むをテーマに観光振興に取り組むをテーマに観光振興に取り組む＞＞＞＞    

近年では、サービスや商品が充実した都心で人口が増加する「都心回帰」といった

現象が目立つようになりましたが、その中でも、懐かしさや心の安らぎが感じられる“ふ

るさと”のイメージは全世代に共通しています。“ふるさと＝豊かな場所”というイメ

ージを継承し具体化させ続けることは、観光戦略上で非常に重要なものであるといえま

す。 

市では、「都心に存在するふるさとの風景」や「美しく清らかな清流に育まれた暮ら

し」といった誰でもイメージしやすい表現を使用し、「東京のふるさと・あきる野」を

テーマとした観光施策の推進を図ります。 
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＜＜＜＜象徴となる風景を象徴となる風景を象徴となる風景を象徴となる風景を設定し設定し設定し設定し PRPRPRPR に使用するに使用するに使用するに使用する＞＞＞＞    

「東京のふるさと・あきる野」を象徴する風景を具体的に設定し、これを PRに利用

していきます。 

 

象徴となる風景の例示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

清流秋川(佳月橋付近) 石舟橋 

乙津花の里 

広徳寺の山門 
山抱きの大樫 

田園風景(横沢入) 
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３３３３    今後今後今後今後の課題の課題の課題の課題    

（１（１（１（１））））    支援の仕組み支援の仕組み支援の仕組み支援の仕組み（推進（推進（推進（推進体制体制体制体制等）等）等）等）    

 市民の観光に対する発想を大切に育てる仕組みが必要であり、市民や観光業者の取

組を支援できる組織づくりなどが課題となっています。 

 また、市内で様々な主体が取り組む中で、統一的なイメージ形成を進めるためにも 

サポートやアドバイスを行う組織の設置を検討する必要があります。 

 

（２）（２）（２）（２）    地道なことの積み上げを継続的に行う地道なことの積み上げを継続的に行う地道なことの積み上げを継続的に行う地道なことの積み上げを継続的に行う    

 観光施策を推進していくためには、観光客や市民に対して市場調査を行い、変化す 

るニーズや観光推進施策に対する意見などを継続的かつ経年的に把握していくこと 

が重要となります。また、市場調査の結果を踏まえたプロモーション活動を行うこと

が必要になります。 

 

（３）（３）（３）（３）    「東京のふるさと「東京のふるさと「東京のふるさと「東京のふるさと・・・・あきる野あきる野あきる野あきる野」」」」を連想を連想を連想を連想させるさせるさせるさせるイメージイメージイメージイメージの活用の活用の活用の活用    

 市内の観光スポットやイベント開催の中から「東京のふるさと・あきる野」を連 

想させる象徴となる風景を選出し、イメージとしての定着化を図る必要があります。

さらに、事業者の商品開発や土産物づくりへの活用を推進することが求められていま

す。 

 

（４）（４）（４）（４）    地域の素材を生かした地域の素材を生かした地域の素材を生かした地域の素材を生かした“食”“食”“食”“食”のののの活用活用活用活用    

 観光において消費行動を促すためには、食を生かしていくことが重要であり、「秋 

川とうもろこし」や「のらぼう菜」「秋川牛*」「江戸前アユ*」など現在ある地域の 

素材の知名度と魅力の向上を図る必要があります。 

また、単に“食”が重要だから取り組むといった戦略ではなく、地域独自の素材

を、地域に根差した技術や新しい技術の開発などによって、観光的な魅力として育

てていくという視点が重要となります。 

 

（５）（５）（５）（５）    既存観光施設の活用方策の検討既存観光施設の活用方策の検討既存観光施設の活用方策の検討既存観光施設の活用方策の検討    

 現在の活用方法だけでなく、変化する観光の社会背景などに対応した新しい活用方 

策の可能性を検討する必要があります。 

    
 

（秋川牛） 

 松坂牛や米沢牛と同じ元牛である黒毛和牛を、市内の牧場で丹念に育てた東京都産の高級食和牛を指します。 

（江戸前アユ） 

 東京湾及び東京都と神奈川県を流れる多摩川を遡上する天然アユのことをいいます。 
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第４章第４章第４章第４章        

１１１１    地域における施策の推進主体の強化に関わる支援の仕組みづく地域における施策の推進主体の強化に関わる支援の仕組みづく地域における施策の推進主体の強化に関わる支援の仕組みづく地域における施策の推進主体の強化に関わる支援の仕組みづくりりりり    

（１）（１）（１）（１）    観光関係団体等を観光関係団体等を観光関係団体等を観光関係団体等を取取取取りまとめる連絡会設置の検討りまとめる連絡会設置の検討りまとめる連絡会設置の検討りまとめる連絡会設置の検討    

市内の観光に係る団体等が同じ方向性を持って施策展開をしていくための組 

織を設置し、旅行者のニーズに見合った事業を展開する。 

    

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

市内の観光に係る団体による組織の設置 設置 
    

    

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

施策検討及びイベント等の実施 
検討 

実施 
    

    

    

（２）（２）（２）（２）    地域活動を支援する窓口の設置を地域活動を支援する窓口の設置を地域活動を支援する窓口の設置を地域活動を支援する窓口の設置を検討検討検討検討    

観光振興に係る団体や企業などの活動に対し、助言などの支援を行う窓口の

設置を検討する。 

    

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

支援窓口の設置を検討 
検討 

実施      
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２２２２    観光推進の具体的観光推進の具体的観光推進の具体的観光推進の具体的施策施策施策施策    

（１）（１）（１）（１）    市場調査の継続的実施市場調査の継続的実施市場調査の継続的実施市場調査の継続的実施    

  観光施設への入込調査をはじめ、旅行者の属性・動行などの市場調査を継続的に 

 実施し、モニタリングツアーも視野に入れて旅行者の意見や動向などを収集する。 

    

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

市場調査の実施 調査 調査 
調査 

検証 

調査 

検証 
検証 

    

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

旅行者の意見や動向などの収集 
情報

収集     

    

    

（２）（２）（２）（２）    観光観光観光観光プロモーションプロモーションプロモーションプロモーションの拡充の拡充の拡充の拡充    

  市場調査の結果を踏まえながら、統一テーマを持ってプロモーションを展開する。 

    

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

秋川渓谷のブランド化に向けた取組 

（秋川渓谷看板等の設置・印刷物等への 

表示・ホームページやＳＮＳの活用・拡充） 

実施     

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

観光キャンペーン（キャラバン）の実施 

（圏央道ＳＡやＪＲ主要駅等） 
実施 

    

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

情報発信の充実（情報誌、ＳＮＳの活用など） 実施 
    

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

テーマ性を持ったイベントの開催 
検討 

実施     
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実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

映像を活用したプロモーション活動の実施 実施 
    

 

 

（３）（３）（３）（３）    受受受受入れ環境の整備入れ環境の整備入れ環境の整備入れ環境の整備    

  外国人を含む旅行者の受入れ環境を整備する。 

 

① インバウンド観光（訪日外国人旅行）に対応した整備 

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

多言語対応サインの整備 整備 
    

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

無料公衆無線 LAN*整備の拡充 整備 
    

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

クレジットカード決済環境の整備 整備 
    

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

電子掲示板（デジタルサイネージ）*の活用 
設置 

活用     

 

 

 

 

 

    
 

（無料公衆無線ＬＡＮ） 

 無線ＬＡＮを利用したインターネットへの接続を提供するサービスのこと。そのアクセスポイントから受信でき

る場所を、無線ＬＡＮスポット、Ｗｉ-Ｆｉスポット、フリースポットなどと呼びます。 

（電子掲示板） 

 インターネットに限らず、ネットワークやパソコン通信などで、そこにアクセスしてくる人々と文字によるコミ

ュニケーションを行える機能のことをいいます。 
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② 秋川渓谷観光に必要な観光インフラ整備の検討 

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

観光トイレの整備 

（年次計画を立てて整備） 

検討 

実施 
整備  

  

 

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

観光駐車場整備の推進 
検討

実施     

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

観光駐輪場整備の推進 
検討

実施 

 

   

 

 

 

③ 秋川渓谷観光情報コーナーの整備・活用 

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

インバウンドに対応した情報発信 
整備 

活用 
 

   

 

 

 

④ 社会背景などの変化に対応した既存観光施設の活用方策の検討 

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

既存観光施設の活用方策の検討 
検討 

実施     
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（４）（４）（４）（４）    秋川渓谷ツーリズムの発掘と展開秋川渓谷ツーリズムの発掘と展開秋川渓谷ツーリズムの発掘と展開秋川渓谷ツーリズムの発掘と展開    

旅行者の多様なニーズに対応するため、秋川渓谷の特色を生かしたツーリズム

を発掘し展開する。地域のもの（素材、製品など）と地域の人（技術、技法など）

のそれぞれの視点を持って行う。 

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

秋川渓谷ツーリズム 

（市場調査を踏まえ展開する） 

検討

実施 
 

   

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

ジオツーリズム 

(広域的視点を持った連携強化) 
検討 検討 実施 

 

 

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

観光ボランティアガイドの充実・活用 実施 
 

   

 

実施内容 H28 H29 H30 H31 H32 

特産品・グルメ・土産の開発に向けた検討 
検討

実施     
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３３３３    活動の取組活動の取組活動の取組活動の取組    

 

（１）（１）（１）（１）    行動行動行動行動計画の推進体制計画の推進体制計画の推進体制計画の推進体制    

本行動計画の推進に当たっては、庁内関係部署や関係機関、団体等と連携する

とともに、市民や事業所との協働により取り組む必要があります。また、市の観

光施策を更に充実するためには、社会情勢の急速な変化にも柔軟に対応し、施策

に的確に反映することも重要です。このようなことから、今後は、さまざまな主

体と、観光都市あきる野の実現をめざします。 

 

 

（２）（２）（２）（２）    進捗状況の管理進捗状況の管理進捗状況の管理進捗状況の管理    

本市の観光推進に向け、行動計画に基づく各施策の進捗状況に加え、全体の成

果についても点検・評価を行うことが重要となります。 

そのため、PDCA サイクルの考え方に基づき、各施策の実施状況を点検・評

価し、改善に努めます。 

 

 

■PDCAサイクル 

 

 

        

 

PLAN

DOCHECK

ACTION

行動計画を実行する 

行動計画を策定する 

行動計画の進捗を評価する 

行動計画の改善策を検討


